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 本報告書は、申請者（中村章彦）の博士論文を審査した結果をまとめたもので
ある。  
申請者の指導教授（中田雅久）は申請者の博士学位請求の申し出を受け、化学・
生命化学専攻有機化学部門の教員（鹿又宣弘、柴田高範）と 2 0 1 7 年 11 月 1 3 日に
博士学位論文予備審査会を開催し、申請者の提出した博士論文概要書（以下、概
要書）をもとに博士論文受理申請の可否を協議した。その結果、申請者の博士論
文は博士（理学）の学位を申請するに十分な内容を含むと判断された。これを受
け、2 0 1 7 年 11 月 2 3 日開催の化学・生命化学専攻教室会議において概要書をもと
に指導教授から申請者の博士論文の内容について説明が行われ、申請者の博士学
位論文受理申請が承認された。同時に申請者の博士論文審査員（主査：中田雅久、
副査：鹿又宣弘、柴田高範）（以下、審査員）が選出された。その後、 2 0 1 7 年 1 2
月 2 1 日開催の先進理工学研究科運営委員会において、申請者の博士学位論文受理、
上記博士論文審査員が承認された。  
 申請者の博士論文の原稿は 2 0 1 7 年 1 2 月 2 7 日に申請者から審査員に提出され、
査読された。 2 0 1 8 年 1 月 2 0 日に開かれた公聴会では、申請者の博士論文に関す
る発表が約 4 0 分、審査員との質疑応答が約 2 0 分行われた。申請者は審査員の質
問に対して的確に回答し、博士論文の研究内容に対する理解が十分であることが
示された。公聴会終了後に申請者の学位申請に関する協議が審査員により行われ、
申請者は博士（理学）の学位を授与されるに十分な学識、研究経験を有すると判
断された。博士論文においては、審査員から軽微な訂正が申請者に指示された。
博士論文は 2 0 1 8 年 1 月 2 4 日に化学・生命化学専攻連絡事務室に提出された。  
本論文は 6 章より構成されている。  
第 1 章は序論であり、本研究の目的や背景について述べている。  
第 2 章では、超原子価ヨウ素試薬を用いたフェノールの酸化的脱芳香族化－ス
ピロ環化連続反応を鍵反応とする、生物活性天然物エリスリナンアルカロイドの
効率的な全合成研究について述べている。酸化的脱芳香族化－スピロ環化連続反
応を適用することにより、良好な収率で望みの三環式化合物が得られることを見
出し、効率的な新規合成ルートによりエリソトラミジンおよびエリソトリンの立
体選択的形式全合成を達成した点は評価できる。  
第 3 章では、新規マスクドオルトベンゾキノン（ masked or tho -benzoquinone、
以下 MOB）であるオルトキノンモノヘミアミナールの設計と、その立体選択的な
合成法の開発について述べている。合成上利用価値の高い新たなキラル MOB と
してオルトキノンモノヘミアミナールを立案し、基質制御に基づく立体選択的な
酸化的脱芳香族化により 2 種類の手法でその合成に成功している。また、この化
合物はヘミアミナールの窒素原子上の嵩高い置換基がジエンの片側の面を立体的
に遮蔽するため、キラルなジエンとして立体選択的 Die ls–Alder 反応などに用い
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ることが可能であることも示している。報告例のないキラルな MOB の立体選択
的合成法を開発し、有機合成化学的な利用価値を示した点は高く評価できる。  
第 4 章では、新たに設計したキラルヨウ素試薬の合成、および不斉酸化的脱芳
香族化反応への適用について述べている。 1 ,4 -ジヨードベンゼンの 2 ,3 -位および
5 ,6 -位に (S ) -1 ,1 ′ -b i -2 -naphtho l がエーテル結合を含む 8 員環を介して結合した
C 2 対称性を有する化合物を立案し、ビナフチルの 3 ,3 ′ -位に置換基を持つヨウ素
試薬を含めて合成を行っている。その 3 ,3 ′ -位に置換基を持たない最も単純な構造
のキラルヨウ素化合物から超原子価ヨウ素試薬を調製し、 1-ナフトール誘導体の
不斉酸化的スピロラクトン化反応に用いると、収率 43%、 83% ee で目的生成物
が得られることを見出している。同反応を触媒量のキラルヨウ素化合物を用いて
行った場合には、目的物は良好な不斉収率で得られるものの触媒回転は見られず、
反応は低収率に留まっている。しかし、設計したキラルヨウ素試薬が高い不斉収
率を示したことは、エナンチオ選択性が発現するために必要な不斉環境の形成に
成功していることを示唆しており、高く評価できる。また、さらなる構造改変に
よる触媒活性改善について解決の糸口を見出していることは、本研究分野におけ
る今後の研究展開に資する成果として評価できる。  
第 5 章は総括であり、本研究で明らかにした結果を総括している。  
第 6 章は実験項であり、本研究において合成した化合物の合成法、分析データ、
および参考文献を記載している。  
以上のように、本論文は有機合成化学の発展に貢献する有用な研究成果をまと
めたものであり、学術的に高く評価できる。  
したがって、本論文は博士 (理学 )の学位論文として価値があるものと認める。  
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